
様式２

47,426文化課

国においては，昨年，文化財を適切に保護しながら，観光や地域活性化を目的とした活用重視の補助金制度が成立した。
今後，文化行政と観光やまちづくり行政との連携はもとより，地域住民，ＮＰＯ法人，企業等とも連携を深めながら，一
貫した計画的な取組が行われることが期待されている。

文化財においても東日本大震災に係る甚大な被害を受けており，国や県からの経済的支援等が困難な状況に
なっている。県においては，未来開拓プログラムの策定により文化財保護に係る補助金が削減されている状況
である。
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⑧取組の
考え方

見直し事業

文化財を適切に保存し，さらに継承していくため，地域が主体となって取り組む仕組みづくりのうち，特に子どもたちに対する伝統文化の継承のための普及・啓発を推進する。

不十分である

３　今後の取組方針
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十分である

新たな文化財保存団体の設立が増加しており，市民団体が主体的に文化財の保存に取
り組むための環境が整いつつある。

文化財に関する市民からの問い合わせや照会の増加，年間８回実施している文化財め
ぐりも定員を超える応募があることから，市民の歴史や文化財に関する興味関心が高
まっていると考えられる。
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市民共有の財産である文化財を適切に保存しながら，まちづくり事業への導入・活用を図り，文化的資源を次代へ継承するための有効な取組みを実施する。
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46,000文化財施設の管理運営事業
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市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むため
に
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個性的な市民文化・都市文化を創造する

取組の
　基本方向

政策目標
（基本施策目標）

本市の誇りである地域文化が市民の手により育まれ，魅力あ
ふれる個性的な市民文化・都市文化が創造されています。

「個性的な市民文化・都市文化を創造する｣ため，市民の自主的な文化活動を推進するための「文化活動環境の充
実｣，市民の文化遺産・伝統文化に対する意識を高めるため「文化的資源の掘り起こし，保存，継承｣に重点的に取
り組みます。
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同左

計画的かつ効率的な発掘調査を実施することにより，遺跡の全容解明と，適切な整備に向けた保存
を進めるため，調査成果の詳細な検証作業を行う。

⑨政策評価
会議意見
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事業費目標値

不十分な事業
が複数ある

45,936

2,000

説
明

文化財保存団体や文化財ボランティアなどの市民団体との協働により，市民と地域と
行政が一体となった文化財の保存活動が進んでいる。

継続
本市の歴史や文化財の周知を図るために，各施設の機能と特色を活かし，指定管理者と連携をとり
ながら，魅力ある施設運営に取り組む。
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施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針

伝統文化の保存・継承については，市民の主体的な保存継承活動が重
要であることから，地域への周知啓発や伝承者育成のための，特に次
代を担う子どもたちへの更なる支援を進めていくことが必要である。
また，本市の歴史的，文化的資源を多くの方々に広く周知するための
活用を推進していく必要がある。
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市民共有の財産である指定文化財の保存・活用を推進し，文化財愛護精神の高揚を図るため，文化
財展示施設との活用や，文化財ボランティアとの連携，HPでの新たなコンテンツの開発，パンフ
レット発行などによる周知啓発の方法について検討する。

文化財保護団体の多くは高齢化が進んでおり，伝統文化を次世代に継承していくた
め，伝承者の育成を進める必要があることから，更なる普及・啓発が必要である。

継続

3,213 A
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明
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市民団体などとの連携により，保存事業以外の活用等を含めた各種事
業に取り組むことで，市民の文化財行政への満足度が高まっていると
思われ，文化財の保存活動が進むなど，施策目標は概ね達成してい
る。
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市内に所在する
指定文化財等
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S３１ 保存修理事業件数

3,500文化課

国指定史跡「上神主・
茂原官衙遺跡」

Ｈ２０
文化課

旧篠原家住宅，
うつのみや遺跡の広場

飛山城史跡公園

担当課

文化財施設の入館者数Ｈ１７

担当課

指定文化財等保存修理支援事業

1
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1

担当課 45文化課

3,600
Ｈ３

3,114
2,500

1,000

B
担当課

A

2,109 1,925

5022,000

258
5,200

発掘調査を行った文化財の件数

34,241
46,000

継続

成
果
が
見
ら
れ
る
点

改
善
の
必
要
な
点

文化行政と観光やまちづくり行政との連携を図るとともに，文化財表示板の整備など市民に効果的に歴史的，文化的資源の情報を発信していくための事業の見直しを行う。

本市の伝統文化の周知，継承及び伝承者の育成を図るため，伝統文化連絡協議会と連携をして伝統文化
フェスティバルなど発表の場の確保に努めるとともに，特に子どもたちに対する「宮っ子伝統文化体験教
室」や「わくわく体験教室」の開催により継承事業の周知・啓発に取り組む。

今回の震災被害や経年劣化等による修復が必要な文化財が増加しているが，限られた予算での対応
となるため，事前の調査や検討により計画的に復旧や修復を進めるとともに，様々な補助金の導入
を検討するなど，効果的な支援に努める。

発掘調査等により埋蔵文化財を適切に保存するとともに，指定文化財の保存や管理状況の調査を推
進し，文化財の適切な保護に努める。
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指標①
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に基づく指
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文化財保存団体数

（90％以上）

指標②

31

平成22年11月開催の文化財保護審議委員会において，文化資源を守り，伝えていく仕組みづくりのうち，学
術，研究，活用の機能をもった施設の整備が必要でなはいかという意見があった。また，文化財の愛護団体な
ど，市民が自主的に文化を育てていくような事業を反映するような取組を進めていただきたいという意見が
あった。
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（特記事項）

指標③

外部意見
その他
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④
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①施策名

市民が文化遺産・伝統文化などの文化的資源を活用し，各々の地域に根ざした文化を守り，伝え，育んでいます。

国・県等の動向

文化的資源の掘り起こし，保存，継承

②施策目標
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文化課

指定文化財・所有者 Ｓ３１ 補助を行った文化財の数
1 1

宇都宮市文化財ボラン
ティア協議会

Ｈ２０

3

担当課 文化課

10
文化財ボランティア支援事業

担当課

文化課

継続

1
97

B 継続

継続

32

97
1

地域に所在する指定文化財を保存・継承するため，地元の保存・愛護団体や所有者等の活動に対し
支援を行っているが，経費的な支援が十分ではないため，団体間の人材交流による相互支援や，ボ
ランティア団体との連携強化等の仕組みづくりに取り組む必要がある。

上神主・茂原官衙遺跡の恒久的な保存を図るため，土地所有者に事業への協力・理解を得ながら，
史跡地内の土地の公有化を推進する。
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指定文化財等保存活動支援事業 指定文化財の保存・愛
護活動に取り組む団体

S３１
担当課

105,247
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C

114

天然記念物保全事業

担当課

38

大谷地域内の名勝指
定・名勝指定候補地及
び重要文化的景観選定

候補地

保全事業を実施した天然記念物の
件数

補助金の交付団体数

文化財ボランティアの会員数
130

2

文化課

継続
5

B

566

1,074

継続

99,080施　策　事　業　費　合　計

国指定史跡「上神主・
茂原官衙遺跡」

53,729
4,199

4,1997,301上神主・茂原官衙遺跡公有地化事業

12 2,768

82 C

C

27
大谷の名勝・文化的景観保存整備事業

土地購入面積7

天然記念物の保護を行い，将来に伝えていくために，所有者や管理者の理解を得ながら，継続的な
管理を実施する。

本市の景勝地である大谷の景観を，文化財としての観点から評価を行い,地域住民と連携し保存を
図るため，関係各課と連携して普及・啓発事業を進める。

老朽化する文化財を良好な状態で維持管理できるよう，所有者や管理者と密に連絡を取りながら，
効果的な支援業務を実施する。

多くの市民に本市の歴史や文化財の周知・啓発を図るため，宇都宮市文化財ボランティア協議会と
連携を図り，活動しやすい環境づくりを支援していく。

指定天然記念物

128

393
5

2

Ｈ１４

Ｈ２０
文化課

11

担当課

担当課 文化課

Ｈ１４

指定文化財管理支援事業

1,045

普及啓発事業の実施回数
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